
 平成２８年１２月９日 

１２月 定例理事会議事録 

 

<日 程> １２月６日（火）15：00～17：50 

<会 場> 道頓堀ホテル会議室（大阪市中央区） 
出席者：上野（レイ・ハウス）、村雲（豊明花き）、前田（JA 東海グリーン）、桑田（ハイポネックス）、
中島（中島商事）、石川（芳樹園）、大貫・三浦（シモジマ）、長岡（フラワーオークションジャパン）、
中河（ニチカン）、小塚（花ごころ）、井村（福井シード）、村松（ミューキュービックラボ）、星野（瀬
戸ケ原花苑）、細江（会員ナカヤマ、オブザーバーとして）、山川(グリーン情報) 
欠席者：石川（グリーンプラザ）、長田（ユニマットリック）、羽田（メネデール）、藤田（緑花技研）、
藤崎（セキスイエクステリア）、松川（タカショー）、吉村（大和プラ販） 

 

＜審議結果＞ 

 

１.事務局・会計理事より 

  会計報告９～１０月の収入はなく、支出では、おもてなし花壇の支払い、GARDEX セミナーの支

出があり、他は特になかった。11 月末現金・預金残高確認。 

 

２.総務委員会より（村雲理事） 

・①11 月 15 日に総務委員会を開催。今年度事業としてフリーペーパーの発行を目指していたが、担当委

員会より「今年度の発行は難しく延期したい」と連絡があり、その対応を話し合った。会単独での事業

を今年度中に行うのは、時間的な余裕も少ないこともあり他団体と一緒になった、会のキーワードであ

る『つながる』の中で行うのがよいのではないかということになった。前田理事より提案のあったフラ

リエ（名古屋市、旧ランの館）での「フラリエみらい花フェスタ」の第 2 回目の開催（4 月）企画が進行

していることから、その企画に一緒になって「会」からの情報を発信していってはどうかとなったので、

本日のちほど協議していただきたい。 

 

 ②総会について検討した結果、6 月 9 日（金）午後、東京で開催することに。会場等詳細は羽田担当委

員とシモジマ理事で詰めていくことに。講師についても推薦を図ったところ、あしかがフラワーパーク

専務、マイファーム社長、法政大坂本教授の門下生、日比谷花壇社長、チェルシーフラワーショー受賞

者などなど多くの推薦があった。2 月理事会で講師を決めたいので、推薦者はあらかじめ講師についての

資料を用意して、講師依頼ができるように準備していただきたい、となった。 

 

３.フリーペーパー委員会より（石川委員長、ほか） 

・会単独で継続して発行を続けるには収支計画に少し無理があり、延期することになった。ホットペー

パーなど既存のフリーペーパーに、当初の主旨の園芸関連記事掲載ができるか、などを含めて検討して

いくことに。 

 

４. 研修委員会より（中河委員長、ほか） 

・3 月に候補の 1 つとしていた浜松フラワーパークについては見直し、本日、（総会記念セミナーの）講

師の推薦が多くあったので、それらの方々も含めて再検討し次回理事会で提案したい。 

 

５. イベント関連委員会より（星野委員長、ほか） 

・①前田理事より。フラリエでは屋外で若手ガーデナーによるガーデニングコンテストや寄せ植え・ハ

ンギングバスケットコンテストなどがあり、屋内展示で屋内緑化推進協議会等が屋内外の花と緑の提案

をする予定なので、当会も『つながる』一つとして一緒にＢtoＣ提案を行っていく方向で進めることに。

フラリエ会議が 12 月 20 日に開催されるので、前田理事、中島理事が参加する予定。 

フラリエの情報は右アドレスより  http://www.flarie.jp/news/info 

 ②星野委員長より。毎秋、東京・日比谷公園ガーデニングショーが行われているが、ＢtoＣというこ

とで出展なりかかわりを持って情報発信してはどうか。出展料は聞いており、また、日比谷公園イベン

トについては藤田理事がよく知っているかもしれないので、相談してみたい。 



 

６. 五輪プロジェクト委員会より（藤崎委員長、藤田理事） 

・当初聞いていた「おもてなし花壇」の主旨から少し外れてきているようで、事業を行った効果がはっ

きり見えてこない。効果を一度検証してはどうかという意見が出たが、担当している藤崎・藤田理事な

どが欠席していたため、次回理事会で、効果、継続の有無などを確認することに。 

 

７. 次回 理事会 

・2 月 7 日（火）、大阪。4 月 11 日（火）名古屋で開催。会場は地元理事が探すことに。 

 

８. その他 

・審議の中で、まず会の方向性という本質的なことを議論してから、どのような内容の事業を行うか決

めるべきではないか、という意見が複数の理事から出されたことを受け、会の方針として上野会長から

は「消費が拡大して園芸店が元気になる活動ができたらいい」、「震災支援で 160 校の小学校に支援を

行ったが、子供の時に植物に触れてもらうことが必要（花育）で次世代に向けて『つながる』事業も必

要ではないか」などのほかに理事からもいくつかの意見が出たが、次年度事業計画の中で会長の意向を

尊重して計画を立ててはどうかということになった。 

 

 

            次回理事２月７日 大阪で 


